
横浜市立帷子小学校
　今年度の予算執行計画は、本校の学校教育目標の具現化に向けて策定しました。
　当初配当予算の総額は、9,546,630円で、学級数・児童数により決められています。
　安全・安心な学習環境をつくるために、最小の経費をもって最大の効果が発揮できるよう
　効率的・効果的な執行に努めてまいります。

（内訳）
事業名 費目 配当額 調整 予算額

報償費 252,000 ▲ 192,000 60,000
消耗品費 4,960,000 1,321,470 6,281,470
食糧費 50,000 ▲ 15,000 35,000
印刷製本費 105,000 ▲ 85,000 20,000
修繕料（備品） 227,000 0 227,000
通信運搬費 115,000 ▲ 15,000 100,000
手数料 100,000 70,000 170,000
委託料 85,000 215,000 300,000
使用料及び賃借料 241,500 ▲ 20,000 221,500
学用器具費 1,455,500 ▲ 1,139,470 316,030
図書費 567,000 ▲ 55,000 512,000
負担金 24,000 ▲ 19,000 5,000
施設設備用 661,000 ▲ 16,000 645,000 校舎設備修繕、ガラス修繕

手数料 30,000 30,000 校舎設備修繕

委託料 50,000 ▲ 50,000 0
校地整備用 39,630 39,630 校地施設修繕

教職員旅費 教職員旅費 552,000 552,000 職員出張旅費

学校管理費 燃料費 32,000 32,000 灯油、ガソリン

9,546,630 0 9,546,630

※横浜市の学校配当予算について　～総額裁量制～

　学校での日々の教育活動に役立てるため、さまざまな事
業費（予算）が配当されています。「総額裁量制」と呼ば
れ、特徴は予算編成の組み替えが柔軟に行えることです。
そのことにより、学校長の判断により主体的な学校運営を
行うことが可能になっています。
　裁量枠内予算で学校教育目標達成のための教材整備、学
習環境整備などをおこなってまいります。

～就学援助のお知らせ～
　横浜市立小・中学校へ通学させるのに経済的な理由でお困りの方に対して学用品費、修学旅行費、給
食費などを援助する制度です。
　・援助を受けられる方…児童扶養手当を受給中の方、家族全体の収入が限度額以下の方など
　・申請方法………………「就学援助制度のお知らせ」をお読みのうえ、「就学援助申請書」に必要事
　　　　　　　　　　　　　項を記入し、学校へお申し込みください。→書類は学校で配布しています。
　・受付期間………………2月末日まで

執行内容

学校運営推進費
（総額裁量制※）

来賓用菓子

封筒印刷

教材教具・給食用機材修繕

大型ごみ処理、ワックス掛け委託

児童用図書
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合計

謝金、見舞金
教授用、管理用消耗品

郵券等
図書装備代、ピアノ調律等

緊急時児童搬送用タクシー代
校務ソフト

教材教具、管理用備品

各種研究会費

小破修繕費
（総額裁量制※）

当初配当額
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調整後
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学校の特色
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